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要 旨

本研究では，動詞を表すシンボルについて，シンボルの受信者側が，ノーマルのシンボル，具体物を追加し

たシンボル，動きを表わす線（動線）を追加したシンボルから受けるイメージを比較するために，成人を対象

として，動詞に相当するシンボルのイメージ測定を行った．結果，ノーマルシンボルと具体物を追加したシン

ボルでは， 語中 語に有意差が認められ，具体物を追加したシンボルの方が高い評定値を示した．また，ノー

マルシンボルと動線を追加したシンボルでは， 語中 語に有意差が認められ，動線を追加したシンボルの方

が高い評定値を示した．さらに，具体物を追加したシンボルと動線を追加したシンボルでは，有意差のみられ

た語で，動線を追加したシンボルより具体物を追加したシンボルの方が高い評定値を示したものは 語中 語，

具体物を追加したシンボルより動線を追加したシンボルの方が高い評定値を示したものは 語中 語であっ

た．

今後，シンボルへの追加情報を検討する場合には，具体物や動線の線画性や立体性にも配慮する必要がある

と思われた．

キーワード ，シンボルコミュニケーション，具体物シンボル，動線シンボル
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【はじめに】

意思表出に問題をかかえる人々への援助に関する

研 究 領 域 に

（拡大・代替コミュニケーション．以下，

）がある． について安藤 ）は， は，

これまでのコミュニケーションについての概念とコ

ミュニケーション発達援助法において主流であっ

た，治療を目的とした医学モデル重視の考え方を，

生活モデル重視のそれへと転換する最先端の思想で

あり科学である と述べている．

の技法にシンボルコミュニケーションがあ

るが，シンボルとは，日本語では象徴，意味のある

記号という意味で，シンボルを用いれば，具体的な

物だけでなく，感情や動作を意志として発信するこ

とが可能になる．日本で用いられている市販シンボ

ルとして， （以下，

）， （以下，

）， があげられる ）．

は白地に黒線で描かれた絵柄で，シンボル数

は 個以上で，動詞，人，名詞等のカテゴリー

が設定されている． は と呼ばれる具

体的なシンボルと と呼ばれる抽象的なシ

ンボルからなり，シンボル数は 個である．黒地

に白線で描かれていることが大きな特徴である．

は，抽象性を高めたシンボルで， つのシンボ

ルに多様な意味を持たせることができる．シンボル

数は 個である．

および では，動詞や形容詞を表すシン

ボルについて，動きや様子を強調するために動きを

表す線（以下，動線）が用いられる場合がある．こ

れは，シンボルを利用する人への理解のしやすさに

合わせた配慮と考えられるが，シンボルに動線を加

えることで受信者のイメージにはどのような違いが

あるのかを検討した研究は少ない．また，シンボル

は基本的には視覚的に抽象化されたものであるが，

動詞のシンボルに具体的な事物（以下，具体物）を

情報として追加した場合，受信者のイメージにはど

のような違いがあるのかを検討した研究はほとんど

みられない．

そこで本研究では，動詞シンボルへ付加情報とし

て，具体物または動線を追加した場合，シンボルの

受信者側がどのようなイメージをもつのかを，成人

を対象としてイメージ測定を行い，シンボルコミュ

ニケーションを行う上で，より妥当なシンボルの選

定を行うことを目的とした．

【方法】

．対象

県にある専門学校生 ・ 年生 名に依頼した

（男 名，女 名）．年齢は 歳（平均 歳）

であった．

．手続き

評定用の動詞シンボルは，付加情報はないが一般

的に意味が理解できるシンボル（以下，ノーマルシ

ンボル），ノーマルシンボルに具体物を追加したシ

ンボル（以下，具体物シンボル），ノーマルシンボ

ルに動線を追加したシンボル（以下，動線シンボル）

を作成した．シンボルの大きさを縦 横

に統一して，評定用紙の左側にノーマルシンボ

ル，中央に具体物シンボル，右側に動線シンボルを

配置した．各シンボルには とどの程度

感じますか という言語提示をして，ノーマルシン
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ボル，具体物シンボル，動線シンボルの対照表示に

ついてのイメージ評定を求めた（図 ）．実施は集

団形式で一斉に行い，ノーマルシンボル，具体物シ

ンボル，動線シンボル各々 語についてどの程度そ

の語のイメージが感じられるかを 非常に感じる

から 非常に感じない の 段階評定を行った．

今回使用したシンボルは動詞であるため身体部位

による動作の表現がなされていた．そのため語句の

選定では，手，足，顔等の身体部位の数が，特定の

部位にかたよらないように，できるだけ語数が均等

になるように配慮した．

統計処理では，ノーマルシンボル，具体物シンボ

ル，動線シンボルの平均値及び標準偏差を算出し，

ノーマルシンボルと具体物シンボル，ノーマルシン

ボルと動線シンボル，具体物シンボルと動線シンボ

ル間について対応のある 検定を行った（表 ）．

【結果】

．ノーマルシンボルと具体物シンボルのイメージ

（表 中 ・ ）

語中 語に有意差が認められた．有意差のみら

れた語は，すべて具体物シンボルの方が高い評定値

を示した．ふく，すべる，わすれる，やぶる，みる，

とぶ，けんか，のぼる，はこぶ，きる，ほしい，あ

げる（以上， ）， そうじする（ ）

であった．有意差のみられなかった語は なげる，

はしる であった． 語中 語に有意差が認められ

たことは，シンボルに具体性の高い絵を追加すると，

よりシンボルのイメージ理解が向上すると考えられ

た．

ノーマルシンボルと動線シンボルのイメージ

（表 中 ・ ）

語中 語に有意差が認められた．有意差のみら

れた語は，すべて動線シンボルの方が高い評定値を

示した．そうじする，ふく，すべる，なげる，みる，

はしる，とぶ，けんか，あげる（以上， ），

はこぶ，きる（ ） であった．有意差のみ

られなかった語は わすれる，やぶる，のぼる，ほ

しい であった． 語中 語に有意差が認められた

ことは，シンボルに動線を追加すると，よりシンボ

ルのイメージ理解が向上すると考えられた．

．具体物シンボルと動線シンボルのイメージ（表

中 ・ ）

語中 語に有意差が認められた．有意差のみら

れた語で，動線シンボルより具体物シンボルの方が

高い評定値を示したものは 語中 語で，すべる，

やぶる，のぼる，きる，ほしい（以上， ），

わすれる（ ）， みる，あげる（ ）

であった．有意差のみられた語で，具体物シンボル

より動線シンボルの方が高い評定値を示したものは

語中 語で，なげる，はしる（以上， ），

けんか（ ） であった．有意差のみられな

かった語は そうじする，ふく，とぶ，はこぶ で

あった．

有意差が認められた 語で，具体物シンボルの方

が高い評定値を示したものは 語，動線シンボルの

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻

図 評定用紙の例



方が高い評定値を示したものが 語であったこと

は，追加情報が具体物の方が，よりシンボルのイメー

ジ理解が向上すると考えられた．

．ノーマルシンボル，具体物シンボル，動線シン

ボル間の比較（表 中 ， ， 比較）

ノーマルシンボル，具体物シンボル，動線シンボ

ル間の 検定の結果より，各シンボルのイメージの

強さを比較した．具体物シンボル，動線シンボル，

ノーマルシンボルの順で有意に高い値を示した語は

語中 語で， すべる，みる，のぼる，きる，あ

げる であった．具体物シンボルと動線シンボル間

は差がないものの，具体物シンボルと動線シンボル

がノーマルシンボルより有意に高い値を示した語は

語中 語で， そうじする，ふく，とぶ，はこぶ

であった．動線シンボル，具体物シンボル，ノーマ

ルシンボルの順で有意に高い値を示した語は 語中

語で， けんか であった．

具体物シンボル，動線シンボルが，ノーマルシン

ボルより有意に高い値を示した組合せは 語中 個

であったことは，付加情報によりシンボルのイメー

ジ理解が向上することが考えられた．

【考察】

吉村，稲田ら ）は，線画シンボルと立体画シンボ

ルを用いた受信者側のイメージについて検討した結

果， 語中 語で線画シンボルより立体画シンボル

の方が対象となる語をより的確に表していると評価

されたことを報告している．これは，立体画シンボ

ルが線画シンボルに立体的情報を追加したと考える

なら，本研究で行ったシンボルへの情報の追加と共

通した結果が得られたことは興味深いものとなっ

た．

今後，シンボルへの追加情報を検討する場合には，

具体物や動線の線画性や立体性にも配慮する必要が

あると思われた．
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表 ノーマルシンボル，具体物シンボル，動線シンボルの平均，標準偏差， 値

（ ）
ノーマル

（ ）
具体物追加

（ ）
動線追加

値 比較

・ ・ ・
そうじする
ふく
すべる
わすれる
やぶる
なげる
みる
はしる
とぶ
けんか
のぼる
はこぶ
きる
ほしい
あげる

， ，


